












 

研究の目的 

従来母子保健の分野では.制度あるいは構成組織図と同様にシステムという

語が用いられてきており.母子保健や医療をもっとも有効かつ能率的に運営す

る方式としてのシステムを検討してゆく努力は必ずしも十分ではなかった。そ

こで.本研究は母子保健・医療の今後のあり方と方向に関して.(1)地域における

母子保健サービスのあり方(2)母子保健管理システム(3)母子緊急医療システム

(4)母子保健医療研究のシステム等の面につき.現状分析をふまえた上で検討し.

もっとも望ましくかつ実現性のある管理方式を追求し.今後あるぺきシステム

を設定することを目的とした研究を実施した。 


